
教師・保護者の方へ
●環境学習の必要性
　環境学習とは、単に環境問題について知識を得るだけでなく、環境に関心を持ち、「人と環境」の関わり
について自ら学び、考え、行動できる人を育てるための学習のことを指します。
　これまで、私たちは物質的な豊かさと便利さを求め、資源やエネルギーを大量に消費し、現在の社会を
築いてきました。その結果、温室効果ガスによる地球温暖化の影響による夏の記録的な猛暑、気象災害の
頻発化、激甚化など、私たちの生活の中に異常気象や自然災害のリスクが高まってきています。
　これからを生きる子どもたちには、そのリスクが今以上に高まることも考えられ、環境解決を図るうえ
では、環境や自然と人間の関わりについて正しく理解し、適切な行動を取る必要があります。環境学習は、
これからの時代を生きる力を養う学習でもあります。

●持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）と環境教育
　持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ：Education for Sustainable Development）とは、「持
続可能な社会の担い手を育む教育」のことです。
　ＥＳＤは、人類が将来の世代にわたり、恵み豊かな生活を送ることができるよう、社会における様々な
地球規模の問題を、一人ひとりが自らの問題として、主体的に捉え、身近にできることから取り組み、問
題解決を図るための学習です。
　文部科学省が平成29年３月に告示した新学習指導要領における各教科等の解説の総説には、
「一人一人が持続可能な社会の担い手として、その多様性を原動力とし、質的な豊かさを伴った個人と
社会の成長につながる新たな価値を生み出していくことが期待される」と記述されており、これからは、
様々な学びの場において、ＥＳＤの視点にたった学習の実践が求められています。

ＥＳＤによる人づくりは、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の
17のすべてのゴール達成につながります！
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電　話 ０２７−２２６−２８１５
ＦＡＸ ０２７−２２３−０１５４ Eメール kanseisaku@pref.gunma.lg.jp

　群馬県では、「こども環境白書」がみなさんの環境学習にもっと役
やく

に立つように、
これからも内容の見直しを行っていきたいと考えています。
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